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　　　　　労働に応じた分配に知ける

　　　　　　　　　　　　　　　　　　労働の問題について

　　労殊応じ紛配は・社会蟻の腰な原貝u伽つである。・・わゆる労嫌応じた

分配とは・燗が社会悶し提供した労駄応じて個人的消齢を胴されることを

いう・そこでは・労蹴あきらかにイ臥的消蜘を分酉ける膿となっている．し

たがって・統二的な分配膿たる労働につ・・て、その理解が正確であるかどうか、そ

の講が確であるかどうかは湧瞭応じた分配原則の鰍実行闘しきわめて重

要なf糊をおよぼす・この激では・労働の璃と講にかんする・、くつかの齢的

髄をee「eし・槻をのべて撒の囎を希望したい．あやまりがあれば汰方のSヒ

判叱正をお願いする。

　　　　　労働の時限の問題

し’わゆる労働の服の髄とは・労働に応じた分配にお・・てその分配膿となる労

働は・”体労購がそのとき社会に撒した労働暇定されるのカ、それとも嚇に

かれの過去の労働もふくまれるのか、という問題である。

ある同志たちは・労働に応じ紛配臨ける労蹴、そのと勤労醐外にやはり

過去の労働をも鱒するものであると考えて｝v・る．このよう姓張をする同志たちに

よれば・労瀦の飴等級を醗するさ…しばし鵬格・観あるいは労離数が

縮され・館や鰹のある者・あるいは労辮数が比軸長勝購がヨリ高喉
金をとることがあるが・このことは・飴が戦労購のそのときの労隙対す礁

酬ではなくて・かれの濫の労陳対す礁酬もふくまれて・・ることのあらわれだと

わたしは・このよう娩解旺確でないと考える．臥的消費財を分配する統一尺

度としての労蹴・労購がそのとき社叙撚した労醗けであって、過去の労働

鞄括されるべきではない・その馳はつぎのとおりである．筋に、労購の過去

の労蹴・すで闘劫労鵬酬によって償還されている説在の労購酬の中に過

劫労働闘する報酬をふくめるとすれば・それは一つの労隊なんべんも支拗こ

とになり蓮複講であり・労働に応じた胴馴噸魏触することになろう涕

二に・もし労瀦の労蝋願（複雑度）に進歩がないならば、戦労働轍の鰍
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緩慢化をもたらさざるをえないということを意味する・第三に・また・もし単純に労

働年数の轍が齢轍の条件たりうるとす瓢それ瞳翻に労鰍術の向上に
努力した人轍励しえなV・ことになり、労働者の技術学習の簾i生の轍にも不利と

な皇歎二微、かつ轍蟻的分酉己方式についてつぎのようにいつそいる・すな

わち、r分配は、繍に翻的な麟によって支配される・つまりそれは・粧にと

って有利なよ欄整されるのであり、生産の発展をもっとも促進するような分醐ノ

式とは、すべての社会構韻をして自己の育琶力を全酌醗展’㈱゜利用せしめる

ような分醐式である』（「反デ。一リン備」・眠繍凱2噸）と・］“．t－．1〈一の労

灘繍獣嚇墓趨膿島芝桑諮畿ご鍛含誉犠

方欝騰薯搬靴評定欄あい、どうしてしばし㈱纐格・

蝶濫慢饗整穰讃鵬窒磐励祭鍛撫鮎留
鑓事繁離野諜二蒲轟‡案単灘欝響嵩総艦
するであろう．したがって、資格・経歴ある・・はヴ」働轍の騨・ある盤まで労

働者が社会に対し提供する鋤質を反映している・原則的にい嵐このようにヨ

リふかい資格や経歴あるいはヨリ長い労働年数がヨリ高甥｛動の質を反映しているば

赫のみ、労働都、それによってヨ蜘・労醐酬を受けとりうるのである・も

し資格．経歴の浅深や労麟数脹短が労働の質と無関係であるならば・当然それに

よってヨ幅い齢を㈱するようなことがあってはならない・それゆえ・齢等級

を縦するさい潰格・畿および労t重h年数は・単につの参考騨たるのみであっ

　て、決定的な条件たりえないであろう。

　　　　2　労働の形態の問題

　　労働に応じた分配における分配膿としての蠣が・蠣者が現曲日舩醍供

している労働をさし、労瀦の融の労｛動と無関係であることが齪したとすれば・

さらに一歩すすめて、さまざまの形態の労働の中で・分配鍍となるのはどのような

　形態の労働であるか、ということが問題となる。

　　生産労働には、三つの形態があるであろう・その第一は・燗の繭形態であっ

て、労瀦が生産牒にとりくむときにどのような労働としてあらわれるかというこ
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ら、かれが社会に対して提供しうる労働の質瞳雄計することはできるであろう・

しかし、労鵬がそ雄てい厳術の熟搬および飽しうる労働の灘興もとつ
いて推計される労騒は瀦彫つの潜在形態の労騨すぎな・・ものであり・それと

生産過程で鶏に提供された労働とはかならずしも同量ではな…それゆえ・労購

蕨際の生産擁にお・・てどの盤労働の積灘を辮しうるかは・輔証際推

計することはできない．したがって・潜在形態の労働を労働に応じた分配の膿とす

ることには欠点がある．その最大の欠点は・労鵬の鶏の生産過程における翻’

怠惰の区別を如実に反映しえないことである。

　凝結形態あるいは物化形態の労働は・一定量の使用価値および価値をあらわしてい

る。同＿生産部門において、同じ技術装備を使用する労働者についていえば・労働者

の生産する使用価値量は、労働者が社会に対し提供した労鰻の割合をかなり正確に

反映する．労働者の生産した使用価樋が大きければ大きいほど・かれらの提供した

労鎚も大きいであろう．たしかにそうであれば・そのことから使用価値をもって出

未高賃金制の労働ノルマを確定する単位とすることができる。しかし・使用価値は具

体的労働の体現であり、勲るさまざま巌用緻直・たとえ㈱辮綿布や木構々

は、それぞれ顯の具体的労働の体現であって・それら相互間で瞳触比較の方法

がない．したがって、使用価値は、異なる生産部門の各種労働者の統一的分酉己尺度た

ることは不可能である。

価値は、区別のない燗労働を体現するものであり・完全瞳的砒灘おこなう

ことができる。しかし、労働者の労働がつくりだす価値の大小は・かなり大きな程度

で生産条件倣いき、うをうける．蠣熟獺およびrnv度が完全に鱒しい二人の

労鵬が洞じ騨企業部門であるが技術条件噸劣・）ある二つ工場で労働するばあ

い、かれらのつくりだす生動の数量と1亜値量にはきわめて大きな格差がありうるだ

ろう（このような格差は往々にして三倍・五倍・ときには＋数倍にもたっすることが

ある）．このような価値の大小の格差は・完全にかれら自身の労働の量と質とに顯係

であり、揚の技術装備の額のちが・・rcよってのみつくりだされたものである・も

しこれを關にしてこの二人の労働者の労働翻1の格差撒定されるとすれば・明ら

かにきわめて不公平であろう．したがって・労瀦が創造した価縫をもって労働者

が社会rc提供した労離を測定することは・生爵段の鮪制と相いれなし’・価値と

いう物化形態の労働をもって労騨応じた分配の続膿とすることは適当でない

　ということになる。
　　この醐について、張友仁同志は、わたしと反対の見解を提起したことがある・か

れは、つぎのようにのべている．すなわち・r社会蟻的な労駅応じた分配という

ばあいの彌が、・・かなる労働形態を根榔しているかといえば・当然それは・瀬

形態の労働ではなく、また潜在形態の労働でもなく・締形態の労駅なけれ肱ら

ないであろう』（張友仁「労働形態および労働に応じた分酢つ・・ての検討」°「学
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おこ肋れるが、それはまた、まず膳セこ生産力の離の無と社会的生渤がきわ

めて豊富になるということ流決条件とされよう識会蟻と・・う廠鰍階゜すな

わち資本蟻から薙蟻への繊期の分配ヲy式闘しても・やはり無の観点から

問題をみるべきであり、生産力の懇およひ生産物の量の変化と関連してみるべきで

あって、それを一つの蛉のな慨成不変のものとしてみてはならないのである・エ

ンゲルスがrT．ジミト・フ糖翰」においてr分配斌はかなりの簾頒己される

生産物の凱よって決定される』といったのは・当時「フ・ルクスシ・タート」紙上

での瀞参儲がいずれも社会蟻の頒己斌をつの既成穣のものとしていたの
で、エンゲ，レスがこのような観点を批半I」したさいのことぽなのである・したがって’

エンゲルスのこの一句は、わ肋れがここで講しているどのような形態の蠣を労

働ve応じたnveの膿とするかと・・うR・5題と・類的にまったく無関係のことであ

福的臓ば、わたしは、労蜘芯じた分配劇るr獅は・r労働自体』

を体現している瀬礁の彌であると考える・労瀦が一つの膝縦事するさい

消耗する労働量の大小・および腰とする労働技術の訟さらにはそのときの魏

度といった労働の量と質を決定する麟は・労働の流動形態の中においてもっともは

っぎりとあらわれる．もとより、それはr瀬』形態の労駅あり・つねに変化発展

しているものであるから、このような形態の労働を分配の膿とすることは深践上

困難がある．実蹴では、往々にしてそれ以外の二つの形態の労動たすけをかりて

それを分配の膿とせざるをえないのである・しかしながら・このよう嫉践上の困

難齢聯的には瀬形態の労働を労騨応じた分配の膿とすtきことを否定す

るものではないと考える．理細に正確なことであ鳳まずもって原則としてその

ことを肯定すべきである．労働の形態の問題にお・・ては・まず第一に原則として瀬

欝麓雛瞥蕪二乞ζ喜徽講蹴獄
させるようにすべきであろう．わたしは、わが国の全人踊醐経済耐る齢制

度および農業集団経済における工分譲は・実際上もこの方向にそって前進しつつあ

　ると考えている。

　　　　3　労働の計算の問題

　　蠣に応じた分配において、分配尺度となる労働は・労働老がそのときそのとき社

れるべきか、あるいは個々の労鵬が社会に提供した労働量をどのように確定するか

と繰二熟鋤隙、鋤間である．マルクスは・耀は欄間

－’
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がってヨ卿、価値があるのである』（「資本論悌・巻・同前19璽）・マルクスがこ

こで欄しているよう鰍韻用の多少をもって労働の灘度を計測する基準とする

ということは、鮪制の条件下という特定の情況ににおいていっているのであるが’

しかし社会主義社会に対しても、このことは適用しうるようである・エンゲルスは’

の家庭韻担する．したがって、辮労｛動者のヨ卿・齢もまた・まず個ノ・eこ編

畜1灘義繍雛蹴二認難び蟹翼織讐霧謙
から、騨労働が創造した成果，つまりヨリ刎面値もまた社舗｝する・労鵬自

鑑）竺醗警饗繋灘談淫萎茎羅鷺；巌鰍し蔑

夢二欝瀦肇灘｛講託発雪欝重議讐搬灘磁簾塞、

麓霧灘ぽ瓢幣熱銭ζ雛灘二謙勲豊禺1穐ニ

ー

国のそれは剛でなく、一つ敏化鰍階と他倣化鰍階のそれは同じではな｝v’°

対比にはさまざま腰因のえいぎ・うをうけることを踊し・つぎのようにのべで”
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第15巻　第4号
る。すなわち、『高度労働と単純方働、「熟練労働」と「不熟練労働」の区

部分ほ、単なる幻想にもとつくか、またはすくなくとも、すでに久しく実在

くなっていて伝統的慣行のうちにのみ存続する諸区別にもとついており、ま

は、労働者階級中のある階層の一そう絶望的な状態一そのためにこの階層

の労働力の価値を強要する力が他の階層よりもよわい一にもとついてV、る

別にあっては、偶然的な事情がきわめて大きい役割を演ずるのであって、同

類の位置が上下顛倒するほどである。たとえは、資本制的生産の発展したす

々におけるように、労働者階級の体質がよわって比較的つかれはてていると

は、多くの筋力を要する祖荒な労働が一般的に高度労働に逆転し、これに対

の精細な労働が単純労働の段階に低下するのてあって、たとえは煉瓦積工の

ンクランドでは綾織工の労働よりもはるかに高い段階をしめている。他方に

綿びろうど勇毛工の労働は多くの肉体的緊張を要し、しかもその上きわめて

あるが、「単純」労働としておこなわれいる』（「資本論」第1巻・同前194

　資本主義社会では、労働者の労働力は商品として売買されるから、したカ

ゆる商品価格にえいきょうする要因は、すべて複雑労働と単純労働の換算関

ぎょうする。社会主義社会では、労働力はもはや商品ではなく、当然事情は

なってくる。しかし社会主義社会でも、複雑労働と単純労働の換算は、熟練

養成費用によって決定されることのほかに、なおさまさま条件のえいきょう

る。たとえば歴史的段階がちがえば社会的文化の発展水準も異なるから、さ

労働の複雑度に対する社会的価値も異なってくるであろう。資本主義から共

の過渡期の初期において・教育の普及はまだ発展していず全体の社会的文化

だ高くないときには・中等専門学校卒業生の労働は複雑労働とみられるであ

中等教育が全社会に普及したときには、中等専門学校卒業生の労働は社会的

純労働となるであろう。

　複雑労働を単純労働に還元することは、労働計算の中でもっとも困難で複＊

である。社会主義社会では結局どのような要因が複雑労働と単純労働の換算関

いきょうするのかということは、まだ完全に明らかにされていない問題であ

に一層研究をすすめなければならない。

　　　4　労働の控除の問題

労1助に応じた分配原則を貫徹するためには、労働計算の問題を解決しなけれ

ないほかに、さらに労働の控除の問題をも解決しなければならない。マルク

「ゴータ綱領批判」の中で、労働者が労働に応じた分配原則にもとついて社会

けとる消費手段は・数量面からいえばかれが社会に対して提供した労働量から

基金のための労働を控除したのちの剰余部分に相当すると指摘している。した

労働に応じた分配原則にもとついて労働者が社会から受取る労働報酬の多少は
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かれが社会uc対して雛した労働量によってmr・giuるのではなく・社会的控除（つ

まりかれが社鋤齢のためになしたヴラ働量）の大小によっても決定されるのであ

る。

いまここで爾としているのは、このよう鰍会醗除は・絹どのような原則に

てらしてなされるのか、それぞれの労嚇闘してすべ質可一量羅除されるのか’

それとも同一比率で控除されるのか、ということである。

同噸で社会的齢の控除をしても、ある・・胴批率で社会的齢を控除して

も、明らかにそ櫨不鯉であり、また鶏の情況とも緻しないであろう・わたし

の鰹と分析では、このよう雄会的控除は、それぞれの労購闘してすくなくと

もつぎのような区別があると考えられる。
・ag－va、このよう雄会的控除は詮人民所欄蝶の労酵と集団所有制企業の

労鵬に対して、鶴の形式からもまた控除の量の点からも区別がある・す肋ち・

わ姻の情況から峡ば、控除の形式については・全眠所醐企歎は国家によっ

て渡だ腱除され、纈労鵬の齢は銘土会的齢を差引いたのちのかれ個人

の蔽にあてられる労働紛である諜団所欄企業では・このよう鰍会的控除

は、隊および集団によってそれぞれに差引力・れる・社会醗除の一紛は・齢お

よび工農粒動の価催の形式で蹴の舗となり・嚇によって続一醜翅さ

れる．社会醗除の他の一醐は訟共舗齢および公益齢め形式で鄭ゴの舗
となり、それぞれの細企業によって支配される．控除の」’ll（つ・・ていえば融会的

購の全労働の中で軌晒有鑑・牒の職賭儲がしめる｝七郵濃業鮒繍の
労働者にくらべてずっと大ぎ・・．推言臆ると、騨蝶顧労騨の創造した髄

は、その粉以上が胎的控除として嚇の続支配に服して・・るが濃讐団経

淘社肋蠣が雛した　面値のうち、隊舗と集購勧二つの形式の社会醗

除齢計しても、搬に2・％をこえないであろう・われわれがここでv’ってv’るの

は、すべて労働が髄した備すなわち鵜の物化形態購じて樹したものである

から、したがってあまり礁なものではないが・しかし大体のところ労働者鰍蝶

団概の二つの勤労階級の社会ts勺控除のちがいを説肌ているであろう・

　　第二に、このよう鮒会醗除は、労1動の麟度娯なる糊都対しても剛l」が

ある．社会搬舩では、辮蠣の猷齢は・主として訟によって鯉され・

しかも労購のうける縮と獄の期1跡長ければ長晦ど・養成翻のうち社会が

鯉する紛のしめ砒率はますまS一大きくなる・われわれが前節に引用したエンゲ

ルスの「反デ。一リング論」における一fif’」はこのこと棚確に糊しているのである

が、辮労動の猷費用が社会によって鯉される条件のもとでは・礫蠣の創

造する成果は、やはり社会綿尉べきであろう…うまでもなく・エンゲルスのこ

の＿節は、平均蟻的報酬制戯とるべきであるとか譲雑蠣と鞭労働に対して

同じ労蘇酬を支払うべきであるとかV・って・・るので尉っしてない・そうではなく
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しかしなP「　［｝？　・上述の原則が全人晰有制部門および集団聯欄において貫



　　　　　　　　　　労働に応じた分配における労働の問騨っいて（447）－93一

　　であることから、どのような労酵であれ・全人民所勧麟嫉備を利用すること

　　によって何らかの糊の報酬をうること繭りえない諜団所有制の範囲内において

　　をついやしてヨリ多くの収益をあげること力聴る・このような腿した条件をもつ

　　　所有制蘇の構韻の労騨酬と同水準になるとのとあまでいたるものではけっ

　　　してない．もしそうするならば、それ瞭団所有制蘇相醐嵯別蜥殺すること

　　　になり、顛蝶団所有制の否認につなカ・り・集団経灘頗の生産に対する灘性

　　　を瓢甥懇徽論有制の範囲・同一部開一企業につ・・

　　　ていっても、勲る劇における生麟展の情況からみ瓢やはり剛ではない・

・このことは、農業集団経済の中ではもっともはっきりとあらわれる・というのは濃

　　　業生産はきわめて大きく自然条件の変化のえいき・うをうけるので・社員の生活の安

　　　定を保附るためには、鎌集団経灘・その年の豊凶によって纐得の中にしめる

　　　罐の社会的基金の比率棚節しなければならないからである・豊作の年には・ヨリ

　　　多くの社会的基金を控除しうるであろう・不作の年には・あ礪の社会薩金’たと

　　　え舩共蓄灘金などは、すくなくするカ・・ときに雌除しないこともありうるであ

　　　ろう．このようにして、韻の労騨酬を可能なかぎり安定し纏勘上va・しだV’

　　　嚇搬謄熱蕪窪櫨量の中からどのくらい社蠣
　　　金雄除されるべきかは、鮪制がちカ・い・部門がちがい・麟がちカミい’辮度が

　　　　ちが甥動都みなそれぞ娯なる・とV・うことがみてとれよう詞一量あるいは同

　　　　一比率一（｛もって社会醜金を鶴するのは・主として同一蝶内の労働熟獺の剛

　　　　ような労働都のみあてはまるであろう゜　　　（小嶋孟巳．訳）


